


i 統一級雄一.

宅被

任
期
満
了
に
伴
う
川
内
町

長
・
川
内
町
議
会

議
員
選
挙

が
4

月

幻
日
告
示
さ
れ

、

町
長
選
挙

は
2

名
が
立
候
補

、

町
議
会
議
員
選
挙
に
は

、

定

数
凶
名
に
対
し
同
名
が
立
候
補
し
、
5

日
間
の

選
挙
戦
の
末
、
4

月
幻
日、

投
票
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

市
町
村
合
併
を

目

前
と
し
た
今
回
の
川
内
町

長
・
川
内
町
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
率
は
、
町
長

選
挙
が
有
権
者
数
8
，

9
1
1

人
に
対
し
、
投
票

者
数
7
，

1
3
3

人
で
8
0

・
0
5
%
。

町
議
会
議

員
選
挙
が
投
票
者
数
7
，

1
3
0

人
で
8
0

・

0
1
%

と
前
回
の
投
票
率
(
川
内
町

長
選
挙
、
川

内
町
議
会
選
挙
と
も
に

8
7

・

5
9
%
)
を
下
回

る
投
票
率
と
な
り
ま
し
た

。

開
票
は
、
同
日
午
後
9

時
か
ら
川
内
町
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
、
結
果
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

し
た
。
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: 川内町長選挙投票率 >
有権者数(人) 投票者数(人) 投票率(%)

投 ZEER E 所
男 女 計 男 女 計 男 女 計

第 1 中 央 公 民 館 1,835 2, 149 3,984 1,441 1,757 3, 198 78.53 81.76 80.27 

第2 JII 上 t井ふ~ 校 1,576 1,757 3,333 1, 181 1,425 2,606 74.94 81.10 78.19 

第3 奥松瀬川公民館 134 146 280 116 132 248 86.57 90.41 88.57 

第4 河之内公民館 294 336 630 238 277 515 80.95 82.44 81.75 

第5 井 内 公 民 館 194 214 408 162 185 347 83.51 86.45 85.05 

第6 土 1ノ亡i、ゴ、 公 民 館 72 74 146 54 66 120 75.00 89.19 82.19 

第7 滑川生活改善センタ- 59 71 130 42 57 99 71.19 80.28 76.15 

-6司 計 4, 164 4,747 8,911 3,234 3,899 7, 133 77.67 82.14 80.05 亡コ

4

月
日
日
に
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
愛
媛
県

議
会
議
員
選
挙

が
執
行
さ
れ
ま
し
た

。

こ
の
選

挙
は
4

月
4

日

告
示
さ

れ
、
定
員
1

名
に
対
し

2

名
が
立
候
補
し
て
、
同
年
ぶ
り
の
選
挙
戦
と

な
っ
た
も
の
で
す
。
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け
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8
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0
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回
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な
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開
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私
た
ち
は
病
気
や
け
が
に
な
る
と
各
種

の
医
療
保
険
制
度
で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

し
か
し

、

大
切
な
こ
と
は
い
か
に
病

気
の
予
防
に
努
め
る
か

、

ま
た
病
気
に
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は

、

い
か
に
早

期
治
療
を
山
が
け
る
か
で
す

。

そ
の
た
め

に
は

、

ふ
だ
ん
の
食
生
活
や
運
動

、

休
養

な
ど
で
実
践
で
き
る
健
康
づ
く
り
が
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す

。

健
診
の
目
的
は

、

成
人
病
を
は
じ
め
と

し
た
か
ら
だ
の
異
常
の
育
無
を
発
見
す
る

ほ
か
、
受
診
者
が
自
分
の
健
康
状
態
を
知

る
こ
と
に
あ
り
ま
す

。

た
だ
し

、

健
診
で

行
わ
れ
る
検
査
は
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

と
い
っ
て

、

か
ら
だ
の
中
に
病
気
の
兆
候

が
あ
る
か
な
い
か

、

あ
れ
ば
そ
れ
が
軽
い

も
の
か
重
い
も
の
か
を
大
づ
か
み
に
判
断

す
る
ふ
る
い
わ
け
横
査
で
す

。

し
た
が
っ

て
、

健
診
の
結
果
だ
け
で
は
ハ
ツ
キ
リ
と

し
た
病
名
を
診
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

そ
の
た
め
異
常
が
見
ら
れ
た
場
合
は

精
密
検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す

。

あ
な
た
も
健
診
を
受
け

、

病
気
の
早
期

発
男
、
早
期
治
療
、
生
活
習
慣
病
の
男
直

し
に
役
立
て
ま
し
ょ
う

。

健
診
を
上
手
に
受
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
?

①
ぬ
歳
代
が
健
診
年
齢

が
ん
な
ど
の
成
人
病
は

伺
歳
代
か
ら

増
加
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す

。

た
め
に
も

、

元
気
な
初

歳
代
の
う
ち
か
ら
受
診

習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が

大
切
で
す

。

早
期
発
見
の

日肋、わうち 5 .23.2003 ﾐ 

②
原
則
と
し
て
年
1

回
は
必
ず
受
け
る

年
1

回
、

必
ず
受
け

て
い
れ
ば
も
し

、

が
ん

が
で
き
た
と
し
て
も
里

期
に
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

。

③
「
要
精
検
」
を
こ
わ
が
ら
な
い

健
診
後
に
「
要
精
検
」
の
結
果
が
出
て

も
、

ま
だ
病
気
だ
と
決
ま
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん

。

疑
い
を
晴
ら
す
た
め
に
も

、

こ
わ
が
ら
ず
必
ず
受
診

し
ま
し
ょ
う

。

④
健
診
結
果
を
生
活
改
善
に
活
か
す

が
ん
検
診
や
一
般
健
診
は
、
病
気
の
里



タで見る川内町の健康状況
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期
発
男
す
る
以
外
に

、

日

頃
の
生
活
習

慣

を
反
省
す
る
た
め
に
も
育
効
で
す

。

健
診

結
果
を
よ
く
読
み

、

今
後
の
生
活
改
善

に

役
立
て
ま
し
ょ
う

。
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川
内
町
の
健
診
の
状
況
は
?

川
内
町
で
は
愛
媛
県

に
比
べ
健
診
の

受
診
率
は
高
い
の
で
す
が

、

精
密
検
査

の
受
診
率
は
低

く
、

結
果
的
に

死
に

至

る
ケ
ー

ス
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あ
り
ま
す

。

健
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送
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栄
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健診項目

基本健診

肺がん検診

肺がん略疾
検査

女性健診

結核レントゲン
検診

前立腺がん
検診

川内町では今年も6月から町内の各地区を巡回する健診が始ま ります。健診スタ
ッフがあなたの近所の公民館や集会所に出向いていきます。 すでに申込みの取りま
とめは行いましたが、 各健診とも当日、会場での受付ができますので、 是非、 この
機会をご利用 ください。

健 E静A 肉 容 表 I~=:.~直三駐車;ñ~ll:'軍司沼司両iF1mEF;摺:1諸事

主な内容 対象 料金 実施日 地区 場所 受付時間

身体計測 ・ 体脂肪 6月 26 日 (木) 井 内 井 内 公民館 午後3 ・ 30~7:00

測定・血圧測定- 尿
検査 ・ 診察 血液検

40歳以上の
査(血糖・ 肝機能 無料

腎機能・血中脂質・
男女

貧血 . HbA 1 C)

6月 27 日 (金) 河之内 j可之内公民館 午後2 ・ 00~7:00

j骨 }II 滑川生活改善センター 午後3:00~4:00
6月 30日 (月 )

土 谷 土谷公民館 午後5 ・ 00~7:0。

B . C型肝炎 該当者のうちの 500円
ウイルス検査 希望者 7 月 1 日 (火) 則之内東 永野集会所 午後3 ・ 00~7 ・ 00

胸部X線間接(直 40歳以上の 無料
接)撮影・問診 男女

7 月 3 日 (木) 則之内西 則之内西公民館 午後2:00~7:00

7 月 4 日(金) 北方東 北方公民館 午後2:00~7 ・。。

喫煙指数600
3 日間蓄疾し、健 以上の人、 3 力

700円康センターに提出 月以内に血痕
のあった人

7 月 7 日 (月 ) 北方西 西中村集会所 午後4:00~7:0。

7 月 8 日 (火) 奥松瀬川 奥松瀬川公民館 午後4 ・ 00~7 ・ 00

身体計測 ・体脂肪測 7月 1 0 日 (木) 南方東 南方東公民館 午後2:00~7:00

定目血圧j~IJ定 ・尿検査・
診察 ・血液検査(貧血・

1 6~39歳の総コレステロール - 無料
HDLコ レステ口一 女性

7月 11 日 (主) 前松瀬川 前松瀬川公民館 午後4 ・ 00~7 ・ 00

7月 1 4 日 (月 ) 横灘団地 横灘団地公民館 午後4 ・ 00~7:00

ル 田 中性脂肪)骨組
しよう症検診 7月 1 5 日 (火) 南方西 吉 久集会所 午後2 ・ 00~7:00

胸部×線間接(直 1 6歳以上の
無料接)撮影 男女

7月 1 6 日 (水) 町 東 健康センター 午後2 ・ 00~7 目 00

7月 1 7 日 (木) 町 西 健康センター 午後2:00~7 ・ 。。

血液検査 50歳以上の
500円

男性 8月 26日 (火) 未受診者 健康センター 午後2 : 00~7 ・。。

ー‘正副It~fiil当日湾高温
川内町の死亡原因の一位はがんですが、 地区巡回健診では、 全てのがん検診を行うことはできません。
がんは若い万でも発見が遅れたため、 手遅れになるケースがあります。 そのため各種のがん検診を行
っています。 あなたも万が一に備えて早期発見に努めましょ う 。

・~.... 歪Eヨー ・=.~-.• ヨ・
検診項目 主な内容 対象 料金 実施日 場 所 受付時間

E霊ヨ バリウムを飲み、
35歳以上男女 900円同 レントゲン爆影

大腸 便潜血反応検査 40歳以上男女 600円

5 月 29日
6 月 5 日 胃がん検診
6 月 1 2 日 午前7時30分~9時
9 月 30日 健康センター

子宮 内診(視診、細胞診) 30歳以上女性 700円 1 0月 2 日 大腸・子宮・乳・ 甲状腺がん検診
1 0月 7 日 午前7時30分~10時

手L 視触~t 30歳以上女性 400円 1 0月 9 日
1 0月 1 6 日

甲状腺 超音波検診、診察 30歳以上女性 400円 11 月 1 3 日

| 詳しくは、健康センターまでお問い合わせください TEL 966-2191 
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滑川渓谷

EH翠IB霊E互理・
璽恩謹畠生主主環境を改善します。
日々のくらしによって生ずる汚水が住宅の周りに停滞していると蚊や蛸の発生源となったり、悪臭の

原因となり、周辺環境を悪化させることになります。 川内 111] の下水道の整備されていない区域では、ほ

とんどの家庭が し尿は汲み取り か浄化槽で処理して処理水を水路に放流していますが、その一方で生活
雑排水は、未処理のまま水路に放流しているのが現状です。 この未処理の生活雑排水が家の周辺の環境
を悪化させています。 下水道を幣備することで、し尿も生活雑排水も速やかに排除され、 周辺の環境が
改善されま す。

j出企レが水洗トイレに変わります。
汲み取り トイレは、悪臭の原因であるばかりか伝染病のもとになる蚊や~Ißの温床となります。 下水道

を整備することにより、水洗トイレを使用することができ 、 お年寄 りや子どもも安心してトイレを使え
るようになります。 また、浄化槽によってすでに水洗トイレにしている家庭でも浄化槽の維持 ・ 管理費

用が要ら なくなります。

組必2きれいになります。
瀬戸内海に流入する重信川の流域である川内町は、積極的に瀬戸内海の汚染防止に努めなければなり
ませんが、本町の下水処理方式は、赤潮lの発生原因である富栄養化の防止にも対応できる方式を採用 し
ているため、河川や海の保全に貢献します。

@ 広報かわうち 5 . 23.2003



川内町の下水道は、平成 13年3月末から吉久の「川内浄化センターJ の供用が開始されて2年が経ち
ました。 平成 14年度に行った下水道工事に伴い、 新たに下水道を使用できる区域が広がりました。 公
共下水道の供用が開始された区域内のお宅については、 トイレや風巴 、 台所などから出る活水を公共
下水道へ流すための 『排水設備工事j を行っていただく必要があります。 この排水設備士事は、 下水

道の供用が開始されてから6力月以内(トイレの水洗佑については、 3年以内)に行うことが、下水道
法等で義務付けられています。

⑨ 

凡

下水道供用 (処理)区域
受益者負担金賦課金対象区繊

排水設備工事は、 関係者のご負担で

行っていただきますが、 町が指定した
『指定工事店j でなければ工事をする

ことができません。 (平成 14年4月
16日~平成 15年4月 1 日に追加した指
定工事店は、 別表のとおりです。)また、

排水設備工事を実施する場合には、 あ
らかじめその工事内容が、 法令及びそ
の他の規定等に適合しているか、申請
書及び関係書類を町に提出し 、 町の確
認を受ける必要があります。(申請に

ついては、指定工事店が代行します。 )

※最近、 役場力、らきたと言って訪問し、

水道や下水道施設を点検して料金を
請求するという Iかたり商法j に関
する苦情が県に寄せられていますの
でご注意く ださい。

広報かわうち 5 . 2 3 . 2003 0 



ドラフ'~/L解消活
下水道とのおつきあいは、 台所やお風Eなどからの排水から始まります。 でも 、 いつもなにげな く

流している配水管が突然つまったら 、あなたはどうしますか。 役場や指定工事店などに連絡する前に、
ご家庭で簡単にできるトラブル解消法にトライしてみましょう。

:;涜し、洗面、抗風呂、トイレc;):
排水がつ彦っ店内?:

流れの悪い排水口の周りにゴミなどはあ

りませんか。たいていのつまりは、 スーパー
などで売られているラパー力ツプ(限引力

ツブ)を使えば直ります。 コツは 、 水を少し

はって力、らカップを押し付け、 いきおいよ

: く上に引き上げることです。一度でだめなら、

数回 く り返してください。 この方法でうま
: く いかない場合は 、 指定工事店などにご相
. 談 ください。

•••••••••• 

••• 

.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. . . 
排水口か勾悪臭がした句?

排水口の下にあるトラップ内に水がたま

っていないことがありますので、水を流して、
トラップに水を満たして く ださい。 そうす
れば悪臭はなくなります。(※ トラップとは、

水をためて下水道管からの臭気や害虫など
. が侵入しないようにする装置で 、 台所の排
. 水口のすぐ

: 下などにあ
. ります。)

••••• 
トラップ

. ・ . 司‘ー・H・--- . 
・ ......................................... -........................................ 

担当者ω声
川内町では、下水道
の使用が始まって舎
年の4月で 78社が排
水設備の指定工事店
になっています。すで
に多 く のご家庭で下
水道に接続されてい
ますが、 まだ接続を済
まされていない方は、
指定工事店か役場水
道課 CTe I 966-2238 )
までご連絡ください。

水道課
渡部下水道係長

@ 広報かわうち 5.23.2003

< 川内町下拙脚設備指定工事店 H14.4.16-H15.4.1追加分-
指定番号 指定工事店名 営業所所在地 電話番号

65 山本設備株式会社 松山市太山寺町2289番地4 979-3460 

66 株式会社大門工業 松山市来住町311 番地 976-0009 

67 株式会社共進建設 松山市高井町 1168番地 975-3244 

68 有限会社 テラモ卜 松山市安城寺町 1 3 2番地4 926-7550 

69 有限会社大協設備商会 松山市小栗7丁目 1 3番22号 943-0167 

70 株式会社 山本工業所 今治市東門町 1 丁目 2番地3 0898-22-8111 

71 東洋建商 有限会社 松山市南土居町286の2 970-2622 

72 八尾設備 松山市高岡町878- 1 / 3ρJD' 5~' 高岡壱番館 1 202号 974-9662 

73 有限会社 石山工務店 川内町大字松瀬川甲 1 071 番地34 966-3985 

74 有限会社伊藤設備 松山市樽昧2丁目 1 番4号 921-5863 

75 株式会社程野水道工業所 松山市土居町504番地3 973-0303 

76 有限会社港南設備 伊予市稲何甲739番 1 982-4487 

77 太邦設備株式会社 松山市美沢2丁目 1 番 1 6号 922-3830 

78 有限会社友近環境整備商会 松山市木屋町4丁目 2番地の2

79 相田水道工業 伊予郡砥部町高尾田476番地
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国民年金や厚生年金などの公的年金は、年金額の実質的な価値を維持する目的で、前年の全国消費
者物価指数のよ昇や下落に応じてその翌年度の年金額を自動的に改定する「物価スライドj が行われ
ることになっています。
平成 12年度から平成 14年度の年金額については、全国消費者物価指数は下落しましたが、 社会経
済情勢に鑑み物価スライドを凍結する特例法が制定され、年金額は据え置かれていました。
しかし 、 平成 15年度の年金額については、 これまでの3力年と異なり保険料を負担する現役出代の

賓室の低下傾向が明らかになっていること等から、 現役世代との均衡を考慮、 し、平成14年の全国消費
者物価指数の下落分(企0 . 9% ) の改定を行うこととなりました。 (本来であれば平成 11 年から平成
14年までの物価指数の下落分(企2 . 6% ) を改定するところですが、高齢者の生活に配慮した形とな
りました。 )
公的年金制度は年金を受給する高齢者と保険料を負担する現役世代の世代間扶養によって成り立っ
ていることから、今回の減額改定は公的年金制度を安定的に運曽する上で必要最低限の措置であるこ
とをご理解願います。

@と、の種類の年金が減額されますか?
。物価スライド改定が行われる給付の例は次のようなものです。

- 老齢墨礎年主 ・ 老齢厚生年金の定額部分及び報酬比例部分
・遺族墨礎年金 ・遺族厚生年金
-障害墓礎年金 ・障害厚生年金
-配偶者加結金額及び号の加算額 ・老齢福祉年金 等

@満額されるのはいつからですか?
ß平成15年4自分の給付からです。 具体的には平成 15年4"-' 5円分の年金が豆払われる平成 15年6
-月振込分から金額が変わります。

@自分の年金額はどれくらいになるのでしょうか?
ß 老齢墨礎年金に関しては平成14年度までは年額804， 200円(ひと月あたり67 ， 016円) でしたが、
司F 平成 15年度からは年額797 ， 000円(ひと月あたり66，4 16円)となります(いずれも満額の場合)。

老齢厚生年金等、 過去の収入等の実績に基づき麦給されるものについては、 おおむね今までの年
金額に0 . 991 ;を乗じた額となります。

@年金額の変更に関する通知は送付されるのでしょうか?
，~・年金額改定通知書と年金振込通知書を6月上旬までに社会保険業務センターから受給権者宛に順
司F 次発送します。

@年金額が少ない者も物価スライド政定の対象となるのでしょうか?
佐車年金の物価スライド制は、 年宣の実質的価値を維持するために物価上昇・下落に応じて年金額の
"改定を行うものであり 、 個々人の年金額の高低に関わらず対象となります。
，圃圃・圃圃圃圃圃圃圃圃園田園圃圃圃圃・・圃圃圃圃園田園圃圃圃ーーーーーーーー圃圃圃圃圃圃圃圃ーーーーー圃圃園田、

あなたの年金に対する相談にお答えします。

器産関脇5 iiiiiiiiiz--hE 哩i l聞記Eオ i
できます。お気軽にお越し下さい0 ・牲を受肌閣の手品 企?ときIBJ -1 出よ主ニーーi

松山年金相談センターをご利用下さい。

h・ 1JLJLi ・44J晶玉 : 松山年金相談センター ←市駅 |圃 j 三 越 |計圃道後- j
I 1 2持参下さいl 年金手帳(基礎年錯号通知書) ・ 松山市一割3丁目 -3 菅井二ッセイピ11; 2 F r一ー じ二弓止一一一一 与孟L『 E 

し一 明一一一一_: (089(947)9888 ~寸則 r-j  j 
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児
童
手
当
の
現
況
手
当
の

届
出
は
お
済
で
す
か
っ

・

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
毎
年
6

月
中
に
「
児

童
手

当
現
況
届
」
を
提

出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

。

こ
の
届
は
、
児

童
手
当
を
引

き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か

ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

(
役
場
福
祉
課
か
ら
6

月
中
旬
に
送
付
す
る

書
類
に
6

月
1

日
の
状
況
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

)

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、

6

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意

く
だ
さ
い

。

ま
た
、
所
得
制
限

に
よ

り
今
ま
で
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
な
い
方
も
、
平
成

1

4

年
中
の
収
入
が
著
し
く
減
少

し
た
場
合
や
、
扶

養
児
童
数
が

増
え
た
場
合
な
ど
で
受
給
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

詳
し
く
は
役
場
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

【
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類
】

・
年
金
加
入
証
明
書
文
は
申
立
書

受
給
者
が
被
用
者
(
サ
ラ
リ

ー

マ
ン
等
)
で
あ
る
場
合
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

※
平
成
日
年
1

月
1

日
以
降
に

川
内
町
に
転
入
し
た
方
は
、

以
前
住
ん
で
い
た
市
区
町
村

の
「
平
成
同
年
度
所
得
証
明

書
」
が
必
要
で
す
。

6日中巴
お忘れおく!

「
特
定
計
量
器
(
は
か
り
)
」
の

定
期
検
査
に
つ
い
て

商
取
引
や
証
明
に
「
は
か
り
」

を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、

2

年
に

一
度
の
定
期
検
査
が
計
量

法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

ム
ロ
格
シl
ル
の
な
い

「は

か
り
」
は
原
則
と
し
て
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

「
特
定
計量
器
(
は

か
り
こ
の
定
期
検

査
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
受
検

し
て
下
さ
い

。

な
お
、
検
査
の

際
に
は
、
手
数
料
が
必
要
で
す

0

・
日
時

6
月

μ
白
川
お
日
刷

。

寺

i

4

土
寸

-
場
所
川

内
町
役
場
に
て三J

出
会
い
系
サ
イ
ト
の
落
と
し
穴

新
た
な
人
と
の
出

会
い
や
交

流
の
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
イ

ン
タ

ー

ネ
ッ

ト

や
携
帯
電
話
の

「出
会
い
系
サ
イ
ト

」。
近
年
、
こ

の
出
会
い
系
サ
イ
ト
を
利
用
し

た
犯
罪
が

急
増

し
て
お
り
、
女

子
中

高
生
な
ど
未
成
年
者
が
そ

の
被
害
者
と
な
る
ケ

l

ス
が
多

発
し

て
い
ま
す
。

警
察
庁
の
調
べ
に
よ
る
と
、

平
成
U
年
上
半
期
の
出
会
い
系

サ
イ
ト

に
関
連
し
た
事
件
の
検

挙
数
は
7
9

3

件
で
、
前
年
同

期
の
2

・
6

倍
以
上
に
も
増
え

て
い
ま
す
。

被
害
者
の
ほ
と
ん

ど
は
女
性
で
、
そ
の
う
ち
の
約

9

割
が
女
子
中
高
生
な
ど
の
未

成
年
女
子
と
な
っ
て
い
ま
す

。

出
会
い
系
サ
イ
ト
は
、
携
帯

電
話
や
イ
ン
タ

ー

ネ

ッ

ト
で
友

人
や
交
際
相
手
の
募
集
を
し

、

. 問い合わせ先.

福祉
・・・福祉課 (ft 966-2223)

産業
・・・ 産業課 (n966-222 7 )

く5し
・・・ 総務課 (n966-2222)

さくうの湯
(n960-6511 ) 

もよおし
・ ・ ・ 吾育て麦援センター (n966-2080 )

・・・ 福祉館(合966-3306)

③ 
国

酉園

誰
が
と
の
子
を

受
け
と
め
る
の
か

ほとんどが親の虐待を更けたそ子どもたちだ
という民間養護施設[光のそ子どもの家J 19年
の記録。 護育の墓本として、親の最初の受け
とめ方が三子どもにとってどんなに重要である
かを記す。

菅
原

哲
男

著

i
i
 

菅
原
町
剖

g
 

維
が

こ
の
子
を

1
-
3
1

受
り
と
め

る
の
か
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メ
ー
ル
交
換
を
通
し
て
相
手
と

知
り
合
う
も
の

。

直
接
知
り
合

う

よ

り
も
気
軽
に
出
会
い
、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
き

る
と

感
じ
る
人
が
多
い

よ

う
で
す

。

し

か
し
、
そ
う
し

た
と
こ

ろ
に
、

出
会
い
系
サ
イ
ト

の
落
と
し
穴

が
あ
り
ま
す

。

イ
ン
タ

ー

ネ

ッ

ト

で
の
出
会

い
は
あ
く

ま

で
も

バ
ー
チ

ャ
ル

な
出
会
い
。

性
別
や
年
齢
を
偽

っ
た
り
メ

ー

ル
で
う
そ
を
つ
い

た
り
し
て
い
て
も
、
そ
の

真
偽

を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ

ん
。

ま
し

て
、
相
手
が

い
い
人

か
、

信
用
で
き
る
人
か
ど
う
か

判
断
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

出
会
い
系
サ
イ
ト

に
ア
ク

セ

ス
し

た
り
、
会
っ
た
こ
と
も
な

い
メ
ー

ル
友
達
を
信
用

し

た
り

す
る
こ
と
に

は
、
こ
う

し

た
犯

罪
被
害
に
遭
う
危
険
も
潜
ん
で

い
る
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
な

い

で
く
だ
さ
い
。

- 子育乞支援台ンターか弓 .
予育て広場

日 時 6月 14日 (土)
午前9時~ 11 時(受付 9時~9時30分)

集合場所 川内保青園

内 容 親吾でリズム遊びをしよう、エプロンシアター
井戸端会議

あおぞら広場 (令年度から週2回の開催になります。 )
保育園の園庭を開放しています。
園児と一緒に親吾で砂場や固定遊具、おもちゃなどで遊び

ませんか?
遊んだ後は紙芝居や絵本の読み聞かせ、手遊び、井戸端会議

なども行っています。
日 時毎週金曜日午前9時~ 1 1 時
t嘉 所 川内保青園園庭

(雨天時は鯨センターの民ぱの教室Jで行います。 )
日 時毎週火曜日午前9時~ 11 時
t量 所福祉館

育児相談

害育ての悩みや不安なことなどの相談をお受けしています。
お気軽にお電話ください。 (TEL 966-2080) 

- 福祉館か局 .
福祉館では様々な事業や講座を定期的に行っています。 6月の
行事は次のとおりです。町民の皆さんの参加をお待ちしています。
詳し く は福祉館までお問い合わせ下さい。 (TEL 966-3306) 

日 行事名 開催時間

9 日 (月 ) 行政相談 午後1 時~午後4時

1 0日 (火) 健康体操 午後7時30分~
1 2日 (木) 父流学習会 (力フオケ教室) 午後7時30分~
24日 (火) 健康体操 午後7時30分~
25日 (水) 各種相談事業 午後1 時~午後3時
30日 (月 ) 人権問題懇談会 午後7時30分~

※予定のため変重になる場合があります。
J 

里) 臼
4/30 川内町合併研究委員会

川内町PTA連合総会

消防団役員会

重信町川内町合併協議会

第 10回川内町親善ゴルフ大会
国土調査推進協議会役員会

消防団災害補償等組合議会 ・県町村会

温泉郡伊予郡合併町村会 ・ 地方局幹

部職員懇談会

轟1m 型JÐ 量JB

さく局ぬ湯1iJ: 6 目 25日
点機整備ぬため休館しき置す

塑l国町l

5/ 1 
2 

5 
7 

8 
12 

員
員
長

委
委
議

川内町合併研究委員会

重信町川内町合併協議会

第 10回川内町親善ゴルフ大会

4/30 

5/ 2 

5 

見あ私自 私 j
捨ゅは 刊 ßI は
5Fた:夕、m 手112 zR
ま も銅版 円 五
‘ 吻静 佳 見主
"&' 代 捨~

子 て
1J. : 

l 著 い

古代イスラエルのソロモン主を、空前絶後の : インフ ォームド - コンセン ト、終末医療、 : 害どもの前で「親ぱかJ になりませんかっ
黄金を携えて訪れたシパの女至。砂漠の彼方に : 老老介護、児童虐待 。 患者は、病院に病だ : 褒められてうれしそうな顔、 そして自信をつ
あったというシパの主固とは?先人の発綴記 : けを持ってくるのではない。 人生を持ってく : けていく姿を見ませんか?ダウンの予を持つ
録や伝承をたどりj量i星写真を駆使して謎を推理。: るのだ。 ベテラン-ソーシャルワー力ーが語 : 包親がまとめる、 このように してここまで到
古代史のロマンに満ちたノンフィクシ ョ ン。 る医療と患者と家族の人生 ドラマ。 達したという予育ての記録。

ダ
ウ
ン
ち
ゃ
ん
物
語

藤
野

太
郎

著... ・・h

シ
パ
の
女
王

ニ
コ
ラ
ス
・
ク
ラ
ッ
プ
著
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カメラレポート

井内ぼたん祭り

みどりの日の4月29 日 、 井内ぼたん祭りが行われ
ました。 新緑の中 、 訪れた人々は見事に咲いた大輪

のぼたんの花とおいしい焼肉や山菜おこわなどの新
. 鮮な料理を満喫していました。

ぷ包滑川ためとも祭り 陸軍

5月5日のミ子どもの日には、 恒例の滑川ためとも
祭りが聞かれました。初霊を思わせるまぶしい太陽
の中で山里の自然をおもうぞんぶん体験できるこの .・・・・
お祭りには、鎧姿の武士も現れ人々の人気を集めて : 
いましたo • 

川
内
商
工
ま
つ
り

4月20 日 、 川|内商工まつりが中央公民館で行

われました。 あいにくの小雨模様にもかかわらず、
会場には多くの人が訪れ、特産昂や地場産自の

展示即売やゲーム大会、 Mr .チョップリンのパフ
オーマーショーなどで楽しい一日を過ごしました。

広報かわうち 5.23 .2003 ~ 



Camera Report 
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5月8日の夜、川内町消防団の初級 ・ 中級者研修会

が東温消防署で聞かれました。 参加した50名余りの
団員の皆さんは、消防団員としての1 1:，1構えについて

第 10固記念 ， J 12225Pみ門誌?晶弘rfF
Y 川内町親善ゴルフ大会 Y i..

.消防団初級申級者研修.

5月5日、体育協会主催の第 10固となる記念の川内
町親書ゴルフ大会が松山コルフ倶楽部で聞かれ、

226名がエントリーしました。五月晴れの中、参加者
は豪快なショットを決めるな
ど休日を楽しんでい
ました。 大会の結
果は次のとお
りです。

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

p
卜紀

士
山
進

朝
武

‘. -.-
田
崎

東
池
梅

源太桜まつり

優勝

準優勝

第 3位

一‘'-.‘ 源
太
桜
ま

つ
り
投
句
優
秀
句

池
川
網
谷

4月6日 、 土谷地区で聞かれた源太桜まつりに寄せ
られた投句優秀句を発表します。選

ま
さ
か
ず

天

永
久
生
く
巨
木
源
太
の
桜
か
な

地

は
ら
は
ら
と
風
の
か
た
ち
に
散
る
さ
く
ら井

上
由
美
子

佐
藤
勝

人

一
悼
の
風
の
寄
り
く
る
桜
か
な

雨
上
が
り
ぱ
っ
と
源
太
の
桜
さ
く

碧
空
に
洛
け
込
む
源
太
桜
か
な

好
天
に
友
を
誘
い
て
見
る
さ
く
ら

台長
石井

光佳
子子

@ 広報かわうち 5 . 23.2003

美
し
い
源
太
桜
に
迫
へ
ら
れ

源
太
桜
三
百
年
を
咲
き
つ
づ
け

幾
星
霜
経
て
も
楚
々
た
る
大
桜

石
坂
清
子

篠
森
サ
ツ
子

藤
原
玲
子

重
松
道
枝



- 砂 ・ 砂 ・ 砂 ・ 砂 ・ 砂 ・ 惨 ・ 惨 ・ 惨 ・ 砂 ・ 砂

4 月 29日、県総合運動公園にて、愛媛県バレー
ポール協会長杯小学校バレーポーjレ大会が行われ
ました。川上スポーツ少年団バレーボール部の皆
さんは53チームが参加する中、 3 位というみごと
な成積を収め、全国大会へ出場するシード権を獲
得しました。

[みんなのひろば」に耳寄りな情報をお寄せください。満 1
歳おめでとうのコーナーでは、7月生まれm満 1 歳児を募集
します。6月5日までに役場総務課広報係(包 966-2222
E-mail: soum@town.kawauchi.ehime.jp )まで写真と
コメントをお寄せください。

三和'二:.ñd

4 月 21 日、白猪之滝の周辺でたばこ組合川内支
部の皆さんが恒例となったボランティア清掃を行い
ました。観光のシーズンを前に白猪之滝はきれいに
なりました。

川
内
吟
社
五
月
例
会
報

夏
立
つ
や
目
先
に
迫
る
農
仕
事

霊
や
海
峡
ま
た
ぐ
斜
張
橋

真
砂
透
く
大
師
の
杖
の
泉
か
な

押
し
花
の
絵
ハ
ガ
キ
届
く
立
夏
か
な

移
植
せ
る
庭
木
根
付
き
て
夏
に
入
る

足
長
き
若
者
の
街
夏
来
た
る

茶
畑
の
縞
美
し
き
立
夏
か
な

眠
ら
れ
ぬ
手
術
の
あ
と
の
夜
立
か
な

首
伸
ば
し
威
を
保
ち
を
り
羽
抜
鶏

炭
酸
の
泡
ぶ
く
ぶ
く
と
夏
来
た
る

や
〉
暗
き
杜
の
泉
を
怖
れ
け
り

水
底
に
コ
イ
ン
沈
め
し
泉
か
な

高近矢小矢 池
i頼藤野倉野川

熊菅大楠渡池
田野下 部 川
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惨 ・ 砂 . .... ・ 砂 . .... ・ 砂 ・ 惨 ・ 砂 ・ 惨 ・ 砂 ・ 惨 ・

r� 
し」

口

上
古
市

白 煙1
4 到E と

九 E マ
ミE ん

悠々と、自分のぺースて・大きくなってね。
(父 母より

青
木

町
民
遠
足

最
近
は
自
然
の
中
を
ウ

ォ
l

キ
ン
グ
す
る

人
の
姿
を
よ

く
見
か
け

ま
す
が
、
今
月
は
昭

和
同
年
6

月

号
の
表
紙
か
ら

『町
民
遠
足
」

を
取
り
上
げ
ま
し
た

。

町
民
遠
足
と

は
、
自
然
に
親

し

み
な
が
ら

町
内
の
史
跡
や
名
勝
を
た
ず
ね

、

あ
わ
せ
て

体
力
づ
く
り
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
た

よ
う

で
す
。

写
真
に
収
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
第

6

回
の
町
民
遠
足
で
、
記

事
に
よ
る
と
、
小

中
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
別
人
余
り
が
参

加
し
、
往
復
刊
キ
ロ

の
コ
1

ス
で
永
野
の
鎌

倉
堂
や
金
毘
羅
さ
ん

、

雨
滝
さ
ん
な
ど
の

町

内
の
名
勝
旧

跡
を
め
ぐ

っ

た
よ

う
で
す

。

こ
の
も
よ

お
し
、
残
念
な
が
ら
現

在
は
な

く
な
り
ま
し
た
が
、

『か
わ
う
ち
探
検
隊

」

の
ル
l

ツ
を
感
じ
さ
せ
ま
す

。

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
一
報
を
!

徳日
野

III 賜人芸から I I I 
日赤募金ではお世話になりました。 また

5月 10日の花いっぱい運動では、 いろいろ
とありがとうございました。 おかげさまで
産業道路端の花壇の花が美しく咲き、行き
交う人を楽しませてくれることでしょう。

春
の
陽
へ
わ
ら
び
ま
ぶ
し
く
下
を

向
く

国
宝
の
軸
で
跳
ね
て
る
鯉
も
い
る

新
緑
へ
過
疎
が
賑
わ
う

牡
丹
園

少
子
化
へ
大
き
な
顔
で
鯉
の
ぼ
り

自
家
製
の
緑
茶
作
り

へ
良
い
天
気

新
緑
が
虎
刈
り
み
た
い

山
が
萌
え

鯉
の
ぼ
り
だ
け
は
母
屋
の
庭
に
建
て

祖
父
ち
ゃ

ん
が
無
理
を
し

ま

し

た
鯉
の
ぼ
り

松
岡

藤
原

篠
森
美
登
里

佐
々
木
胡
舟

義
国

玲
子

平
岡

深
舟

大
島

野
中

友
親

牧
場
の
緑
へ
牛
の
新

学
期

岡
本
武

士

高
瀬
喜
撰
亭

日
時

七
月
五
日
却

場
所

中
央
公
民
館

宿
題

芸

水

厚
さ

O
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い

。

O花いっぱいフォーラム
日時 6月29日(日) 9 : 00~ 
場所産業道路へご集合ください。

9 ・ OO~ 除草・花苗移植作業
11 : OO~ 作業を止めて中央公民館へ移動
12:00~ 昼食(全国交通安全国の会全国

表彰の祝賀会)
13:30~ ボ力シ作り
花ポットを用意しています。 川内町を花
いっぱいにいたしましょう。

午
後
七
時
よ
り

0聞読劇(大森暁美さんたち女優6人による)
日時 6月29日(日) 18 : 30~ 
場所重信町町民会館
1945年ヒロシマ・ナガサキの悲劇から

19年目の霊・ ..58年前のあの日を綴った
吾ども達のそして母親達の手記、手紙、詩な
どによって構成された 1 時間半の舞台です。
入場券は、婦人会・教育委員会で販売して

います。 (1 ， 500円)

06月ポ力シ作り
日時 6月29日(己) 13 : 30~ 
場所中央公民館大ホール 実
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インアォメーション

一松
山
中
央
保
健
所
で
は
エ
イ

ズ
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
、

来
所
に
よ
る
相
談

・
血
液
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す

。

エ
イ
ズ
で
悩
み
・
不
安

・

疑

問
等
を
抱
い
て
い
る
方
は
、
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

プ
ラ

イ
バ
シ
ー

等
秘
密
は
絶
対
守
り

ま
す

。

-
日
時

毎
週
水
曜
日

3

寺

1

4

土
寸

噌
E
i
n
H
H

司
E
i
n
H
H

.
場
所

松
山
市
北
持
田
町
1
3
2

松
山
市
中
央
保
健
所

感
染
症
対
策
係

(
肌94
1

・
1
1

1
)

工
イ
ズ
相
談

-
難
病
に
関
す
る
相
談

松
山
中
央
保
健
所
で
は
難
病

の
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
方
を

一

対
象
に
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

一

圃
い
じ
め
・
な
や
み
等
の

圏

一

ド
ま
す
c

一

園

教
育
相
談

圃

医
師
、
保
健
師
、
栄
養
士
が

一

-
-

病
気
や
療
養
生
活
の
ご
相
談
に

・

-
日
時

応
じ
ま
す

。

ま
た
福
祉
に
関
し

一

毎
週
月

・

火
・

水
・

金
隈
日

て
ケ

ー

ス
ワ
ー
カ
ー
が
ご
相
談

一

8

時
叩
分
1
口
時

に
応
じ
ま
す

。

ど
う
ぞ
お
気
軽

・

-
場
所

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一

川
内
町
中
央
公
民
館

2

階

・
日
時

一

教
育
相
談
室

毎
月
第
4

水
曜
日

・

・
内
容

9

時
1

日
時

一

い
じ
め

・

不
登
校

・

学
業
不

一

(
予
約
が
必
要
で
す
。

)

一

振
等
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ

-
場
所

・

い
て
本
人
ま
た
は
保
護
者

・

松
山
市
北
持
田
町

1
3
2

一

関
係
者
か
ら
の
相
談

松
山
市
中
央
保
健
所

一

・
相
談
員

精
神
保
健
福
祉
係

・

教
職
経
験
豊
か
な
男
女
の
教

・

(
旭9
4
1

・
1
1
1
1
)

一

育
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま

一

す
。

(
無
料
・

秘
密
厳
守
)

…円四
M
M間
関
匂

…
一人
権
擁
護
委
員
の
日一…

6

月
1

日
は
、
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
で
す

。

人
権
擁
護
委

一

員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
で

--

住
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
が
侵
害

さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
を
は
ら

い
、
も
し
人
権
を
侵
害
さ
れ
た

場
合
に
は
、
そ
の
相
談
を
受
け
、

被
害
救
済
の
た
め
に
速
や
か
に

適
正
な
処

置
を
行
い
ま
す

。

ま
た
、
街
頭
啓
発
、
講
演
会

や
座
談
会
な
ど
を
通
じ
て
、
人

権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
た
め
の
活
動
に
も
努
め

て
い
ま
す

。

な
お
、

川
内
町
の
人
権
擁
護

委
員
と
人
権
相
談
は
次
の
と
お

り
で
す

。

-
人
権
擁
護
委
員

(
敬
称
略
)

.

渡
部
洋
美
(
八
幡
)

y
l
u
 

百
9
6
6

・

3
4
8

1

・

片
山
輝
二
横
灘
団
地

1
)

T
L
 

冗
9
6
6

・

6
8
7
2

-
人
権
相
談
所

・
日
時

6
月

4

日
例
日
時l
M
時

・
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館

・
相
談
内
容

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近

隣
と
の
紛
争
、
借
地
・
借
家
、

児
童

・

生
徒
の
い
じ
め

・

体

罰
、
交
通
事
故
な
ど

・
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

-
女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る

ロ
時
間
電
話
相
談

日

時

6

月
幻
日
制

9
時
l

幻
時

男
女
共
同
参
画
週
間

(
6月
お

日
か
ら
却
日
ま
で
の
1

週
間
)

に
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

・
内
容

女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

(
夫
や
パ
ー
ト
ナー
か
ら
の
暴
力
、

セ
ク

シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
卜

、

ス
卜
l

カ
l

行
為
、
女
性
差
別
、

離
婚
問
題
等
の
家
庭
内
問
題
等
)

(
無
料
・

秘
密
厳
守
)

・
電
話

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

n
u
-
-

n
L
n
U
-

n
U
円
L
F
h
u

-

R
d
E
J
n
U

.
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委

員

(
弁
護
士
資

格
の
あ
る
者
も
含
む

。

)
、
法

務
局
職
員

・
主
催

松
山
地
方
法
務
局

愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

ぬ
叫刷
れ
ノ
ら

弘、
川
/
}
回
〔
AF
J

47
d

F
¥
 

，
O
山
H
Hd
a
HN
lu
n
、

t
J

』
目

J
a
I
B
E
R
M
-

、

…一
水
道
週
間

一

6

月
1

日
か
ら
6

月
7

日
ま

で
は
、
水
道
週
間
で
す

。

水
道
は
、
私
た
ち
の
健
康
で

文
化
的
な
生
活
や
、
さ
ま
ざ
ま
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Gαn伽fo伽川O俳ormation

な
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
大

切
な

施
設
で
す
。

安
全
で
良
質

な
水
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る

水
道
施
設
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、

地
震
等
の
災
害
に
強

い
水
道
"
つ
く
り
を
進
め
る
ほ
か
、

渇
水
や
増
加
す
る
水
需
要
に
備

え
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
水
源

の
開
発
や
確
保
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

最

近
で
は
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に

設
置
さ
れ
て
い
る
受
水
槽
の
管

理
に
つ
い
て
も
正
し
い
理
解
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

こ
れ
か
ら
の
水
道
事
業
の
充
実

の
た
め
に
水
道
週
間
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す

。

こ
の
機
会
に
水
道
の
大
切
さ

を
考
え
て
い
た
だ
き
、
水
道
事

業
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

。

植
スL
て

をは
ごい
存け
知な
でい

玄 iヲ
υ・し
つ '===-

皆
さ
ん
の
周
り
に

『大
麻
』

や
「
植
え
て
は
い
け
な
い
『
け
. ..... . .. .. . . .. . . . . . . . . . . . . 

'司. . . . . . ..  . . ..  ...  . . " . . . . . ..宇 -

ーー・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ ・ーー会 a ーーー.. .. . . • . • . 

し

』
」
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
れ

ら
は
、
法
律
に
よ
っ
て
許
可
無

く
み
だ
り
に
植
え
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す

。

植えてはいけないけし 植えてよいけし
見た目に、たけだけしい感じ 全体的に弱々しい感じ

草丈は、比較的高い。 草丈は、比較的低い。
( 1 ~ 1 .5m) (40~ 1 00cm ) 

葉や茎の表面には、ほとんど 葉や茎の表面に組い毛が生
毛がなく、白緑色である。 えている。

葉は、 太い茎を半ば抱くよう 葉は、あざやかな緑色をして
な形でついている。 いる。

花の色や花びらの数では区別できません。

詳
し
く
は
次
の
と
こ
ろ
ま
で

に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い

。

-
問
い
合
わ
せ
先

松
山
中
央
保
健
所

保
健
企
画
課
医
療
係

(
旭9
4

1

・
1
1
1

1
)

~ 15年度自動車税の納付期限は:
6月2日(月)です。

納期限までに納めましょう! ! 

。月の当雷医

課税課
問い合わせ先

松山市北持田町1 3 2 松山地方局
T81 089-941-1111 
内線 351 ・ 3 52

( 診療 時間 )
午前9時~午後5時

日 当番医 1主 所 電話

1 日(日曜日) 泉 内 料 川 内町南方 966-2226 

8 日 (日曜日) 山 本内科胃腸科 川 内町北方 966-2066 

15日 (日曜日) 岸 本 医 院 川 内町 北 方 966-5670 

22日(日曜日) 中 I11 病 院 松山市南梅本町 976-7811 

29日 (日曜日) 国 立療震所愛媛病院 重信町横河原 964-2411 

廃ヌラステッヲ類ω
~iの出し方につい芝

ごみの収集日
清掃センター ft 966-4989 

。月

6月 18 d: '1 廃ーヌ弓類ω
無色透明ω袋に'ë} r~弓」
と書いτをω下に地区名・
氏名を記入-~τ下さーい。

収集曜日 収 集 it!l E事 収集変更日又は収集休止日

月 ・木
東谷・西谷 ・土谷

変更な し
滑川田 奥松瀬川

毎
北方東・北方西

火 ・ 金
南方東・南方西

変更なし

週

水 ・ 士
町西ー町東

変更なし
横灘団地ー前松瀬川

とれは、自分の家庭かう出る
ゴミに責任を持っても5うた
めです。 ご協力よろしくお願い
します。

収集地 i或 ベトッレイトボ麹ト廃ルブ 廃プフス ガラス空ピン踊 育施湾 空き缶顕

ラスチ ッ フ額 チッヲ類 liW蛍光灯盟 吃電，目類

東谷西谷ー土谷
6/2 (月) 6/ 1 6(月) 6/9 (月)

滑川 奥松瀬川 6 ハ 6 (月) 6/23 (月)

北方東北方西
6 / 3(火) 6 / 17 (火) 6/ 1 0 (火)

南方東南方西
6 / 1 7 (火) 6/24 (火)

町西・町東
6/4 (水) 6 / 18 (水) 6 ハ 1 (水)検灘団It!l前松瀬川

6 / 1 8 (水) 6 /25 (水)

- もえないごみ ・有資源

@ 広報かわうち 5 . 23.2003



月健康情報
健康センター TEl966 ・2191

E ~-il ~-.ïl }=i ~重 E

日 時 対象児と注意事項

6月 2 日 (月) 6力月~7歳6カ月の者。

日本脳炎 25日 (水) ※標準的には、 3歳で2回 、 4歳で 1 回

午後2時~3時 の計3回受けるl必要があります。

6月 10日 (火)
3力月~7歳6力月の者。

三種混合 ※百日肢にかかったことのある方
午後2時~3時 は二種混合(破傷風、ジフテリア)

を受付で申し出て下さい。

ツベルヲリン 6月 1 8日 (水)
3力月~4歳の者。
※2日後に、ツベルク リ ン反応判定

E応検査 午後2時~3時 を行います。

BCG接種
6月20日(主) 3力月~4歳の者。

午後2時~3時
※ツベルクリ ン反応判定を行い、 陰性
者のみ、 B CG接種を行います。

場所

持参品

健康センター 2階

母吾健康手帳、予防接種手帳、体温計

..( "lrH~~i :~ヨ(]I

・健康相談・栄養相談

血圧測定、尿検査を行っています。健康に関することは

お気軽にご相談ください。

日時毎週水曜日午前9時~ 12時

場所健康センター 1階運動指導室

・こころの健康相談

精抑的に不安定な方、 お年寄りの痴呆等の相談をお受

けしています。

日時 6月 13日 (金)午後 1 時30分~3時30分

場所健康センター及び家庭訪問

(注) 予約制ですので、事前に保健師までご連絡く ださい。

- 所青書の判明しない犬・指得した猫 | 

日時

受付

持参品

飼えなくなった犬・猫の引き取り ・ |

第 1 ・ 3月曜日

健康センター

午前8時30分~9時

印鑑 、 登録をしている犬は、鑑札、狂犬病予防注
射済票 ...-. 

会不幸な犬猫をつく らない為にも A 守1
繁殖を希望しない場合は、 な議?d 二1f(，，\
不妊去勢手術に υ限必~ら~J

~古τ理 [(話""'.1作イ唱訟::-... "!j 
努めましょう。'Cilfj~-.a 7，翠勧F

-. 

。。。‘踊誕ゆ 000
ミ予供の事政を防ぎましょう

乳幼児の死亡原因の多くは不慮の事故によるも
のです。 事故は防げるものですので 、 できるだけ
注意して事故にあわないようにしましょう。令回は
どういう事故が多いか、 どういう注意をしたらい
いかのお話です。 起こった後の処置の仕方は力、力、り

つけ医にご相談ください。

代表的な事故としては①高いところからの落下

②やけど③溺水④食べてはいけない物を食べてし
まう誤飲⑤交通事故⑤気管に小さい物が詰まる誤

臓などがあります。 まず①について、 特に頭を打

っと直後には特別な症状がないものの、 しばらく

して重篤な症状を出すことがあり 、 注意が必要です。

吾供の成長発達は邑覧しいもので突然にはいはい

して移動したり 、 立ち上がったりし始めます。ベ

ビーベットに寝かせていたら起きて棚を乗り越え

て床に落ちてしまったという事故もよくあります。

ミ子どもの行動は注意してみておく ことが必要です。

②ミ子どもは熱いものがどれかなどわかりませんので、
興昧があれば体を伸ばして何にでも手を仰ばしたり 、

手を入れてきます。 食卓の上に置いていたお汁やコ

ーヒーが入った容器をひっくりかえしてやけどを

してしまうことも多くあります。 熱いものは手の届

くところに置かないようにしてください。③家庭内

の水でおぼれる事故は浴槽で起こります。 浴槽の

水は、入浴が終わればできるだけためないようにし

ましょう。 もしためるなら、 吾どもが風自場に入ら

ないように鍵をかけるようにしてください。④吾ど

もさんは何でも口に入れますので、 口に入るよう

な小さいものは手の届く 1 m以内の場所には置か

ないようにしてください。大きさからいうと写真の

フィルムが容器の大きさに入る物は飲み込んでし

まうと考えてください。 誤飲で一雷多いのはタバ
コです。 タバコは肺がんなどのガンの発生の頻度を
増やし 、 動脈硬佑による高血圧、 l印筋梗塞などの

生活習慣病の増悪因吾です。 まだまだ喫煙される方

が多い状況ですが、 絶対にすわないほうがいいので、

現在喫煙されている方も是非禁煙しましょう。 もし

喫煙されるならミ子どもさんのいるところではタバ
コを限わないようにし 、 タバコの吸殻を吾どもさ
fW)手の届くところに置力ないようにしてください。
⑤車に乗っていての交通事故による重傷化を防ぐ
ためにはチャイルドシー

トに座らせることが一番

ですのでどうぞ徹底して

ください。

小児科医師 石川 純一

広報かわうち 5.2 3 .2003 ~ 



(⑬麿烹けす今(+27人)
(+22人)
(+ 5人)
(+21 戸)

~説副主~ (5月 1 日現在)

人口 11 ， 362人
男 5，427人
女 5 ， 935人

世帯数 4 ， 038戸
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: ・子育て教室
日時 6月3日 (火) 受付

: 場所健康センター 2階

. 対象児平成13年 1 月 . 2月・ 3月生まれ(2歳3力月~5力月)

幼児とその保護者

1)身体計測 2)集団遊び(保育士)

3)手作りおやつをみんなで食べよう(栄養士)

4)座談会(愛媛大学教育学部吉松請文先生)

5)育児相談

・育児相談

・ 日時 6月24日 (火) 受付

場所 健康センター 1 階

- 対象児平成14年 11 月 .12月生まれ(6~7 力月児)

平成 14年4月 .5月生まれれ歳1~2力月児)

内 容身体計測、発達チェック、育児相談、栄養相談

持参品 目吾健康手帳、アンケー卜(事前に送付します)

・乳児健診
日時 6月24日 (火) 受付

場所 健康センター 1 階

対象児平成15tl=2月 .3月生まれ(3~4力月兜)

平成 14年7月 . 8月生まれ( 1O~11 力月児)

身体計測、発達チェック、小児科診察、育児相談、

栄養相談

. 持参品目吾健康手帳、アンケ ト(事前に送付します。 )

・乳幼児相談

日時毎週水曜日午前9時~ 1 2時

場所健康センター 1 階

内容身体計測、個別相談

持参品目吾健康手帳

.( :Jfi主主主ヨIII

・いきいき健康講座

「相経内科外来でよくみる症状~頭痛、めまいなど~J

日時 6月25日 (水)午後 1 時30分~3時

場所 健康センター 1 階

講師県立中央病院神経内科

午前9時30分~11 時30分

午前9時~10時

午後 1 時~2時

EJilti加工Jf!主筆E
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昨年比

+81 

+ 3 
+67 

。お誕生おめでとうございます
住所 保護者 生年月日

保 免 丹生谷幸司 4. 5 

保免 竹内靖明 4. 7 

北八幡 二神靖夫 4. 9 

北八幡 菅 勉 4.10 

桧皮大西司 4.11 

市場 重田豊 4.11 

森 黒川 雅照 4.12 

ーヶ 谷 宇和川慶太 4.16 

実施日 検E参肉容 豆付時間 燭所

胃がん
午前7時30分~

6月 5 日(木) 9時
ー ー『 一一一 一 健康センター

6月 1 2日 (木)
大腸、菩宮 午前7時30分~
乳、甲状腺 1 0時

胃がん 900円

吾宮がん 700円

甲状腺がん 400円

・ *今年、誕壬日がん検診でご案内している方は、無料です。

600円

400円

文悟先生

大腸がん

乳がん

奥田

E E沼田胃ヨヨヨ[11

金料

カメラレポー トでもふれまし

たが、快晴の中、恒例の「滑川 i
ためとも祭り 」 が今年も蟻大に
聞かれました 。 このお祭 りは、

今年で 11 回 目を迎えたそうで
す。 このほかにも町内は、花の
季節にあわせるように「源太桜
まつり J rぼたん祭 り j と名物
にな っ たお祭りで賑わいをみせ
ました。 市町村合併の後も 、 地
域に根ざしたこのようなお祭 り
は、続いてほしいものです。

いつの間にか大台を迎えて、誕生日がん検診の通知が届
いていました。 実はこの年になって、未だに人間ド ック に
も入ったことがありません。 しかも 、 お酒と煙草はウ ン 10
年欠かさずたしなんできました。 こんな人聞が皆さんに健
診を勧めるのは、なんとも心苦しいのですが、 人生 も半ば
を迎え介護保険料も納めるようになって、これを機会に心
を改めようと思っています。 皆さん必ず健診は受けまし ょ う 。

@ 広報かわうち 5 . 23 .2003

編 集 後 記

d当哲也溢主ヨ.
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今回のふるさと探検隊は番外編

として 『 さぬき探検学習』 につい

てお伝えします。

4 月 23 日、 川内町役場に朝早く

集合 した隊員たち は意気揚々とパ

スに乗り込み、 川内インターから

一路さくら花咲く讃岐路へと足を

進めました 。

香川県に入り高松西インターを

降りた一行は、まず歴史的な遺産

である四国八十八箇所「国分寺/

第 8 0番札所J を見学したあと 、

「白 11嘩寺/第 81番札所 J r根香

寺/第82番札所」と有名な寺院

をめぐり、坂出市の「桝l谷神社J

を訪れました 。 神谷神社の本殿は

国宝に指定されており、保免の三

島神社の随身像にそっくりな国の

重要文化財に指定された像がおさ

められていました。 この神社は、

三島神社より 200年はほど早く建

立さ れておりそのルーツを感じさ

せました。

探検隊は畳食においしい讃岐う

どんで腹ごしらえをして、午後か

らは満濃池国立公園、大野原 110.の

豊稔池へと足をのばし、 川之江市

の真鍋家住宅をまわって大満足で

帰路につきました。

さ
ぬ
き
探
検
学
習

J町のHP htt :j jwww.town.kawauchi.ehime.'� 


